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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第２四半期連結
累計期間

第88期
第２四半期連結
累計期間

第87期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 16,284,978 19,143,566 35,075,589

経常利益 (千円) 1,925,644 2,675,226 4,697,776

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益

(千円) 1,262,575 1,746,292 3,233,013

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,602,902 1,955,812 3,604,792

純資産額 (千円) 22,925,288 25,849,271 24,542,759

総資産額 (千円) 35,491,874 41,658,692 39,406,811

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 42.98 59.48 110.09

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 64.3 61.8 62.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 3,102,023 3,060,856 3,025,245

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △65,143 △540,064 △150,742

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △588,250 △851,900 502,973

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 9,225,117 11,872,999 10,162,280

 

回次
第87期

第２四半期連結
会計期間

第88期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 23.82 31.45

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日)等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありませ

ん。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益を背景に緩やかな回復傾向

にありました。世界経済におきましては、米国は引き続き堅調さを維持し、アジアにおいても経

済回復が続きました。

このような情勢のなかで当社グループは、建設機械需要の高まりに対して、増産対応と生産効

率の向上、原価低減の徹底など生産体制の整備を進めてまいりました。販売面では、海外現地法

人を軸にさらなる販路の開拓に注力してまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、次のとおりであります。

 
 
 
 

前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

対前年同四半期
増減率
(％)

売上高 (百万円) 16,284 19,143 17.6

(国内売上高) (百万円) (10,286) (11,555) (12.3)

(海外売上高) (百万円) (5,998) (7,588) (26.5)

営業利益 (百万円) 1,832 2,478 35.3

経常利益 (百万円) 1,925 2,675 38.9

親会社株主に帰属する

四半期純利益
(百万円) 1,262 1,746 38.3

 

当社グループでは事業内容を２つのセグメントに分けており、セグメント別の状況につきまし

ては、次のとおりであります。

 

(建設機械事業)

建設機械事業セグメントは、主にエンジンコンプレッサ、エンジン発電機、高所作業車などの

事業で構成しております。

国内は首都圏を中心とした再開発やインバウンド景気などを背景に建設機械の出荷が堅調に推

移しました。海外では現地法人による販路開拓などの効果により北米向けが伸長したほか、エネ

ルギー資源価格の回復とともに東南アジアでの需要の盛り返しがみられました。利益面につきま

しては、好調な販売による増収効果と工場の操業度向上によって前年同期を上回りました。

 
 
 
 

前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

対前年同四半期
増減率
(％)

売上高 (百万円) 12,765 15,626 22.4

セグメント利益 (百万円) 1,947 2,597 33.3
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(産業機械事業)

産業機械事業セグメントは、主にモータコンプレッサ、部品、サービスなどの事業で構成して

おります。

販売は前年レベルで推移しましたが、利益面では補給部品の供給などアフターサービス事業が

好調に推移し、前年同期比で増益となりました。

 
 
 
 

前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

対前年同四半期
増減率
(％)

売上高 (百万円) 3,519 3,516 △0.1

セグメント利益 (百万円) 457 525 14.9

 

また、財政状態の分析につきましては、次のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比べ2,251百万円増

加し、41,658百万円となりました。

流動資産につきましては、「第一部　企業情報、第４　経理の状況、１　四半期連結財務諸

表、(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書」に記載のとおり現金及び預金が増加したこと等

により、前連結会計年度末に比べ1,610百万円増加し、30,717百万円となりました。

固定資産につきましては、時価の上昇により投資有価証券が増加したこと等により、前連結会

計年度末に比べ641百万円増加し、10,941百万円となりました。

流動負債につきましては、電子記録債務が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ

655百万円増加し、11,726百万円となりました。

固定負債につきましては、私募債の発行により社債が増加したこと及び流動負債への振替によ

り長期借入金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ289百万円増加し、4,082百万円

となりました。

純資産につきましては、利益剰余金が増加したこと及び時価の上昇によりその他有価証券評価

差額金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ1,306百万円増加し、25,849百万円と

なりました。

その結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.2

ポイント減少し、61.8％となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,710

百万円増加し、11,872百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益及び売上債権の減少等によ

り、3,060百万円の収入超過（前年同期は3,102百万円の収入超過）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出、有形固定資産の売却

による収入及び投資有価証券の取得による支出等により、540百万円の支出超過（前年同期は65

百万円の支出超過）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出及び配当金の支払額等に

より、851百万円の支出超過（前年同期は588百万円の支出超過）となりました。
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(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等につい

て重要な変更はありません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は83百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更は

ありません。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 30,165,418 30,165,418
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　100株

計 30,165,418 30,165,418 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

－ 30,165,418 － 3,416,544 － 3,394,894
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(5) 【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

バイオグリーン有限会社 東京都杉並区下井草一丁目25－20 2,444 8.25

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８－11 2,339 7.90

千代田産業株式会社 東京都中野区中野三丁目34－32 1,748 5.90

佐藤美武 東京都杉並区 1,516 5.12

北越工業持株会 新潟県燕市下粟生津3074 1,258 4.25

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５－５ 932 3.15

株式会社第四銀行 新潟県新潟市中央区東掘前通七番町1071－１ 932 3.15

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11－３ 792 2.68

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６－６ 568 1.92

石田君江 新潟県長岡市 550 1.86

計 － 13,083 44.16

(注)　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)の所

有株式数は、信託業務に係るものであります。
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(6) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

537,800
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,603,000
296,030 －

単元未満株式
普通株式

24,618
－ －

発行済株式総数 30,165,418 － －

総株主の議決権 － 296,030 －

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権10個)含ま

れております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」制

度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保有する当社株式268,300株(議決権2,683

個)が含まれております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式87株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
北越工業株式会社

新潟県燕市下粟生津3074 537,800 － 537,800 1.78

計 － 537,800 － 537,800 1.78

(注)　「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行㈱(信

託Ｅ口)が保有する当社株式268,300株は、上記自己株式等の数に含めておりません。

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30

年７月１日から平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成

30年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期

レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は、平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法

人に変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,492,342 12,203,079

受取手形及び売掛金 ※１ 14,349,092 ※１ 13,602,648

商品及び製品 3,089,732 3,330,228

仕掛品 161,102 162,235

原材料及び貯蔵品 605,861 953,375

その他 409,189 466,307

貸倒引当金 △598 △568

流動資産合計 29,106,722 30,717,306

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,649,422 5,494,291

減価償却累計額 △4,064,792 △3,917,929

建物及び構築物（純額） 1,584,630 1,576,362

機械装置及び運搬具 7,526,936 7,265,147

減価償却累計額 △5,768,194 △5,602,884

機械装置及び運搬具（純額） 1,758,742 1,662,262

土地 1,812,069 1,716,136

建設仮勘定 82,897 463,554

その他 1,347,865 1,343,671

減価償却累計額 △1,230,742 △1,228,936

その他（純額） 117,123 114,735

有形固定資産合計 5,355,462 5,533,051

無形固定資産 129,356 124,260

投資その他の資産   

投資有価証券 3,706,969 4,401,423

関係会社出資金 510,081 339,351

繰延税金資産 373,585 319,255

その他 233,420 232,580

貸倒引当金 △8,787 △8,537

投資その他の資産合計 4,815,270 5,284,073

固定資産合計 10,300,089 10,941,385

資産合計 39,406,811 41,658,692
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,352,679 3,430,340

電子記録債務 ※１ 3,577,315 ※１ 4,121,053

短期借入金 375,000 375,000

1年内償還予定の社債 500,000 －

未払法人税等 941,959 911,432

賞与引当金 709,261 893,721

役員賞与引当金 71,520 71,505

製品保証引当金 28,980 31,350

その他 ※１ 1,514,474 ※１ 1,892,261

流動負債合計 11,071,191 11,726,663

固定負債   

社債 － 500,000

長期借入金 1,225,000 1,037,500

株式給付引当金 98,688 109,506

役員株式給付引当金 75,447 84,125

ＰＣＢ対策引当金 75,339 7,084

退職給付に係る負債 2,145,826 2,160,809

その他 172,559 183,731

固定負債合計 3,792,860 4,082,757

負債合計 14,864,051 15,809,421

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,416,544 3,416,544

資本剰余金 3,887,594 3,887,594

利益剰余金 15,862,433 16,956,915

自己株式 △348,306 △342,756

株主資本合計 22,818,265 23,918,297

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,714,312 1,971,882

為替換算調整勘定 △8,381 △59,436

退職給付に係る調整累計額 △96,658 △95,291

その他の包括利益累計額合計 1,609,273 1,817,153

非支配株主持分 115,220 113,819

純資産合計 24,542,759 25,849,271

負債純資産合計 39,406,811 41,658,692
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 16,284,978 19,143,566

売上原価 11,567,754 13,587,798

売上総利益 4,717,223 5,555,768

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 349,407 374,357

製品保証引当金繰入額 1,480 2,370

役員報酬及び給料手当 862,950 881,055

賞与引当金繰入額 331,347 357,073

役員賞与引当金繰入額 34,650 37,455

退職給付費用 50,558 49,637

株式給付引当金繰入額 6,012 6,201

役員株式給付引当金繰入額 12,498 13,094

その他 1,235,934 1,355,917

販売費及び一般管理費合計 2,884,839 3,077,161

営業利益 1,832,384 2,478,606

営業外収益   

受取利息 3,340 4,551

受取配当金 25,456 37,632

為替差益 37,825 106,178

持分法による投資利益 － 17,649

その他 45,833 76,856

営業外収益合計 112,456 242,868

営業外費用   

支払利息 4,638 7,964

シンジケートローン手数料 2,008 13,986

投資有価証券評価損 － 14,145

持分法による投資損失 11,217 －

その他 1,333 10,153

営業外費用合計 19,197 46,249

経常利益 1,925,644 2,675,226

特別利益   

固定資産処分益 451 1,591

特別利益合計 451 1,591

特別損失   

固定資産処分損 3,279 73,778

特別損失合計 3,279 73,778

税金等調整前四半期純利益 1,922,816 2,603,038

法人税、住民税及び事業税 748,825 914,256

法人税等調整額 △95,789 △59,149

法人税等合計 653,036 855,106

四半期純利益 1,269,779 1,747,931

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,204 1,639

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,262,575 1,746,292
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 1,269,779 1,747,931

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 317,320 257,569

為替換算調整勘定 23,065 △32,228

退職給付に係る調整額 519 1,366

持分法適用会社に対する持分相当額 △7,782 △18,827

その他の包括利益合計 333,123 207,880

四半期包括利益 1,602,902 1,955,812

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,595,698 1,954,172

非支配株主に係る四半期包括利益 7,204 1,639
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,922,816 2,603,038

減価償却費 301,413 311,771

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,501 16,950

株式給付引当金の増減額（△は減少） 10,751 11,763

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 12,498 13,072

貸倒引当金の増減額（△は減少） △440 △280

PCB対策引当金の増減額（△は減少） － △68,255

製品保証引当金の増減額（△は減少） 1,480 2,370

受取利息及び受取配当金 △28,797 △42,183

支払利息 4,638 7,964

持分法による投資損益（△は益） 11,217 △17,649

投資有価証券評価損益（△は益） － 14,145

有形固定資産処分損益（△は益） 2,827 72,187

売上債権の増減額（△は増加） 2,221,172 738,718

たな卸資産の増減額（△は増加） △377,877 △609,127

仕入債務の増減額（△は減少） △158,383 734,437

未収消費税等の増減額（△は増加） △104,423 △96,834

未払消費税等の増減額（△は減少） △25,841 22,167

その他 141,941 53,396

小計 3,932,491 3,767,653

利息及び配当金の受取額 28,924 207,080

利息の支払額 △4,894 △8,136

法人税等の支払額 △854,497 △905,741

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,102,023 3,060,856

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △330,050 △330,080

定期預金の払戻による収入 458,002 330,062

有形固定資産の取得による支出 △164,820 △287,904

有形固定資産の売却による収入 344 98,551

無形固定資産の取得による支出 △20,310 △12,526

投資有価証券の取得による支出 △326 △338,167

関係会社出資金の払込による支出 △8,232 －

貸付金の回収による収入 250 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,143 △540,064

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △220,000 △187,500

社債の発行による収入 － 500,000

社債の償還による支出 － △500,000

リース債務の返済による支出 △11,632 △12,780

自己株式の取得による支出 △214 △259

配当金の支払額 △354,124 △648,320

非支配株主への配当金の支払額 △2,280 △3,040

財務活動によるキャッシュ・フロー △588,250 △851,900

現金及び現金同等物に係る換算差額 35,552 41,826

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,484,181 1,710,718

現金及び現金同等物の期首残高 6,740,935 10,162,280

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 9,225,117 ※１ 11,872,999
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【注記事項】

(追加情報)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日)等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分

に表示しております。

 

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する

取引を行っております。当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて

自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号　平成27年３月26

日)を適用し、当該指針に従って会計処理を行っております。

(1) 取引の概要

当社は、従業員に対し個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給

権の取得をしたときに当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給

付する株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として

分別管理しております。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結

会計年度136,836千円、144,800株、当第２四半期連結会計期間135,418千円、143,300株であ

ります。

 

(取締役、執行役員及び監査役に対する業績連動型株式報酬制度)

当社は、取締役(社外取締役を除く。)、執行役員及び監査役(社外監査役を除く。)(以下、

「役員」という。)に対するインセンティブの付与を目的として、役員に信託を通じて自社の

株式を交付する取引を行っております。当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等

に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号　

平成27年３月26日)に準じて会計処理を行っております。

(1) 取引の概要

当社は、役員に対し当該事業年度における報酬月額、業績達成度等に応じて一定のポイン

トを付与し、役員退任時に累積ポイントに応じた当社株式を給付します。役員に対し給付す

る株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別

管理しております。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結

会計年度109,971千円、130,200株、当第２四半期連結会計期間105,579千円、125,000株であ

ります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

四半期連結会計期間末日満期手形等の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形 853,845千円 371,766千円

電子記録債権(流動資産「受取手形及び売掛金」) 77,319千円 93,898千円

電子記録債務 949,070千円 991,935千円

営業外電子記録債務(流動負債「その他」) 38,215千円 23,633千円

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 9,555,167千円 12,203,079千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △330,050千円 △330,080千円

現金及び現金同等物 9,225,117千円 11,872,999千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 355,535 12 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

(注)　平成29年６月28日定時株主総会の決議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保

有する当社の株式に対する配当金3,040千円が含まれております。

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月６日
取締役会

普通株式 355,532 12 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

(注)　平成29年11月６日取締役会の決議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保有す

る当社の株式に対する配当金3,019千円が含まれております。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日
定時株主総会

普通株式 651,810
普通配当　12

記念配当　10
平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

(注)　平成30年６月27日定時株主総会の決議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保

有する当社の株式に対する配当金6,050千円が含まれております。

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月５日
取締役会

普通株式 444,412 15 平成30年９月30日 平成30年12月４日 利益剰余金

(注)　平成30年11月５日取締役会の決議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保有す

る当社の株式に対する配当金4,024千円が含まれております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 建設機械事業 産業機械事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 12,765,519 3,519,459 16,284,978

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 12,765,519 3,519,459 16,284,978

セグメント利益 1,947,886 457,043 2,404,930

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,404,930

全社費用(注) △572,546

四半期連結損益計算書の営業利益 1,832,384

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 建設機械事業 産業機械事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 15,626,707 3,516,859 19,143,566

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 15,626,707 3,516,859 19,143,566

セグメント利益 2,597,434 525,227 3,122,662

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 3,122,662

全社費用(注) △644,055

四半期連結損益計算書の営業利益 2,478,606

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 42円98銭 59円48銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,262,575 1,746,292

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額(千円)
1,262,575 1,746,292

普通株式の期中平均株式数(株) 29,375,613 29,357,875

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益金額」の算定

上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております(前第２四半期連結累計期間252,271

株、当第２四半期連結累計期間269,786株)。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

平成30年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしまし

た。

(1) 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 444,412千円

(2) １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　15円00銭

(3) 支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成30年12月４日

(注)　１　平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２　配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が保有する当社の株式に対する配当金

4,024千円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成30年11月12日

北越工業株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 五　　十　　嵐　　朗　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大　　黒　　英　　史　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る北越工業株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間(平成30年７月１日から平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日
から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連
結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越工業株式会社及び連結子会社
の平成30年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認
められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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